
 令和2年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～元年度）】 【2年度】 【今後予定（3年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

・平日学びサポート
　→小学校は縮小、一部、放課後全児童対策事業と
　連携し、モデル実施
　　 中学校は希望校のみ実施
・土曜学びサポート
　→２０校に拡充

　R2　～　R4

小学校2,400円×3人×80回×92校

10,200×3人×2回

1066円×20校×96時間

76,000

62

49,976

31

1,403

3,800,000円×20校

280

012038整理番号

団体総合保障保険

合計 161,993 140,795

その他　特記事項

・平日マイスタディ
小中実施
・土曜マイスタディ
14校実施

・平日学びサポート
　→放課後全児童対策事業へ順次移行

・土曜学びサポート
　→継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

280円×1,500人

2,047

420

16,913

3,993

74

84,787

4,536

10,000円×92校

161,993

14,800円×5回

中学校2,400円×3人× 45回×0校

中学校2,400円×3人× 50回×23校8,280

52,992

0

平日スタッフ謝礼金（小学校）

平日学びサポート消耗品費

スタッフ研修等会場費

平日スタッフ謝礼金（中学校）土曜マイスタ実施校

平日スタッフ謝礼金（中学校）土曜マイスタ実施校以外

事業名 さかい学びサポート事業（旧：堺マイスタディ事業）

： 教育委員会事務局学校指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

140,795

令和元年度予算額

事業区分

154,918

： 重点

要求額（千円）

事業

概要

（平日　学びサポート）放課後、夏季休業中などを活用し、児
童生徒の学びの状況に応じたきめ細かな学習指導を通し
て、一人ひとりの学力及び学習意欲の向上を図る。
（土曜　学びサポート）中学校モデル校において、教育関連企
業等のノウハウ・コンテンツ・人材を活用し、土曜日等に学習
支援を行う機会を設け、家庭学習習慣の定着を図る。

平日学びサポート
《実施校数》　 市立小学校92校、中学校　希望校
《実施対象》　 市立小学校3～6年児童と中学校全学年の生徒 (希望者)
《スタッフ》　　 元教員、大学生、大学院生、地域人材など
《実施回数》　 各学校の実態に応じて配当する
《実施日・時間》　放課後、夏季休業中などで学校が計画　１回２時間程度
《教科》　    小学校：算数、国語等　　中学校：数学、国語、英語等
《保護者負担金》　なし
土曜学びサポート
《実施校数》　     　市立中学校20校
《実施対象》　     　実施中学校全学年の生徒
《指導者》  　      　教育関連企業
《実施回数》　     　年間24回　月2回以上の実施を基本とする
《実施日・時間》　　土曜日の午前 　１回あたり3時間程度
《実施教科》　     　数学、英語
《保護者負担金》　なし
《業者選定》　　　　プロポーザルによる

＜平日＞
　・小学校：3～6年　各学年年３２回から20回に減じて、継続実施
　・中学校：希望校のみ実施
＜土曜＞
　・6校拡充し、参加対象者を広げる。
　・６校拡充分は、平日マイスタディの縮減により捻出した予算の一部を充てる。
　※債務負担152,000千円(R2～R4)76,000千円×3年

土曜日学びサポート業務(委託)

土曜学びサポート拠点校施設安全管理業務

プロポーザル方式による委託業務事業者選定委員会委員報酬

920

74

3-2
局・課名

2020年1月9日変更

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 元年度予算 2年度要求額 内容・積算等

152,000

期間

令和2年度要求額平成30年度決算額

債務負担行為


